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Ⅰ　発端となった「連詩」体験
　臨床心理学者，フォーカシング指向心理療法家の池見陽（関西大学臨床心理専門職大学
院教授）のワークショップで連詩づくりを体験した。この連詩ワークはフォーカシングに
よるカウンセリングの隙間時間に行われることがあるグループワークの一つでフォーカシ
ングの中心概念である「フェルトセンス（≑実感）」を体験的に理解するものである。
　方法はいたって単純だ。５～６人が一つのグループになる。一人一枚縦長の紙を持ち，「い
ま・ここ」で感じていることを紙の一番上に横書きに書く。次にそれをグループ右隣の人
に回す。紙を渡された人はそこに書かれたフレーズを読んで感じたことを縦長の紙の次段
に書く。書けたら紙を折り曲げて，自分のフレーズだけ見えるようにして次の人に渡す。
次の人は直前の人のフレーズだけ読んで次の段に書き込む。これを最後の人まで繰り返す。
つまり全員一つ前のフレーズしか読んでいないまま連詩づくりを終える。しかし全体を通
して読んでみると，一つの作品のようになっていて奇妙な興奮を覚える。また不思議な温
かさも感じる。参加者全員がワークに熱中し，ワーク終了後もしばらく作品を囲んでおしゃ
べりをし，ケータイで作品撮影などをして盛り上がった。わたしはこの「（フォーカシン
グ的）連詩」に国語科教材としての学びの意味と学びのしかけを直感した。
　本論文では，先行研究としてジャンルを横断した三つの「連詩」実践を検討した後で，
フォーカシングのアクティヴィティとして定着している「（フォーカシング的）連詩」を
大学の「国語科指導法」の授業の中で追試し，学生の書いたリフレクション・ペーパーを
もとにして，「（フォーカシング的）連詩」の持つ教材としての可能性を検討する。
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要　約
　心理療法の一つであるフォーカシングのワークに連詩がある。大岡信らの発見した連詩
にフォーカシング的アレンジを加えたワーク「連詩」は参加者の実感（フェルトセンス）
を意識化させ，結び付きを促進する。連詩はすでに教科書教材として二社で使われている
が，この「（フォーカシング的）連詩」を新たに教材として導入することで新しい授業づ
くりの可能性が見えてくる。可能性とはヴィゴツキーの再評価に伴って言われるように
なってきた「即興型」の発達のディシプリンである。これまでの「連詩」実践を整理しつ
つ教材として「（フォーカシング的）連詩」を導入する際の学びの意味と留意点を考察する。
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Ⅱ　三つの「連詩」と（フォーカシング的）連詩
　連詩は「複数の人が共同して一つの詩を作る詩作形式」を連詩と命名した現代詩誌『櫂』
の同人たち（1979）の実践がルーツである。『櫂』の同人である大岡信らの活躍によって
現在，連詩を教材とした国語教科書も二社ある。「連詩にちょうせんしよう」（東京書籍「新
しい国語」４下）と「『連詩』を発見する／連詩をつくろう」（学校図書「みんなと学ぶ小
学校国語」６年下）である。またフォーカシング以外にもアートセラピー（詩歌療法）の
一つとして活用された事例もある。ただし当然であるが，大岡らが新しい詩の創作手法と
して開発をした「連詩」とアートセラピーとして活用されている「連詩」，教科書に基づ
いた授業としての「連詩」では意味（効用）やしかけ（手順）が異なる。「（フォーカシン
グ的）連詩」を学校教育に教材として位置づける上で，これらの違いを子細に検討し，
「（フォーカシング的）連詩」を導入する際の学びの意味としかけを考察したい。
（１）三つの「連詩」実践
①共同重視の創作手法の連詩
　大岡らが最初に実践した「連詩」の意味としかけについて書かれた本に大岡信著『連詩
の愉しみ』（1991）がある。この本をもとに大岡ら（『櫂』同人たち）が実践した「連詩」
のしかけ（手順）と意味（効用）について，以下に整理した上で考察をしてみたい。
【連詩の特徴】･･･ 共同制作を重視する
【連詩の手順】
①同じ室内で同じテーブルを囲んで行う。
②複数の国や個性の異なる詩人メンバーが参加して行う。
③第一番の詩句に対して次々と「付け合い」をしていく。
④残りのメンバーはそれを黙って見守る。
【連詩の効用】
①個性・独自性，自我中心の価値を見直す
②他者と創造的相互干渉の関係を持つ
③自他の詩句を緊張感をもって読む
表１・共同制作を重視する連詩
　大岡らの「連詩」実践の特徴は「『他者との関係』を詩的契機の最重要の要因として持つ」
（p.3）こと，つまり「共同制作」にある。現代詩誌『櫂』同人たちは詩とは個人の創作物
であると考えられてきた西洋近代詩に日本の連歌・連句の伝統にあった「共同制作詩」と
いうアイデアを持ち込んだ。大岡らはこの連詩を 1981 年以降，諸外国の詩人たちと積極
的に行って，世界の詩人に大きなインパクトを与えている。特に「個性と独創性を至上の
価値とし，他者との競争を積極的価値と認め，攻撃性に自我の発展の契機を見ようとする
文化伝統の中で育ってきた西洋人」たちに大きな衝撃を与えた。つまり大岡らの「連詩」
実践とはそうした西洋的な価値の見直しを含むものである。
　その学びの意味を引き出しているのが「同じ室内で同じテーブルを囲んで」行うという
連詩の特徴，付け合いという「円環」的な方法論である。つまり，創造は個人的で密かに
行われるものであると当たり前に考えられていた価値に対して「連詩」は「即興性」かつ
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「アンサンブル」による創造のもつ豊かな可能性を突きつけたということである。
②付合重視の詩歌療法の連詩
　詩歌療法の観点から「連詩」実践を分析し，心理治療的効果を検討した研究に小山田隆
明「連詩の心理治療的効果－物言わぬベンの事例の検討－」（2014）がある。この論文の
主張要点となるのは連詩が「鬱屈した感情のカタルシスと認知的変容を生じさせる」詩歌
療法の効果に加えて「感情の共有・共感を促す作用がある」と強調した点にある。
【連詩の特徴】…付け合いを重視する
【連詩の手順】
①向かい合ったテーブルに一対一で座る。
②第一番の詩句に対して次々と「付け合い」をしていく。
③「付け合い」として詩の行を書く度に声に出して読む。
④題材を変えて，連詩体験を積み重ねる。
【連詩の効用】
①鬱屈した感情のカタルシスが起こる
②認知的な変容を生じさせる
③感情の共有・共感を促す
表２・付け合いを重視する連詩
　小山田の検討した「連詩」実践の特徴は「付け合い」の繰り返しを継続することによる
感情変化への着目である。詩人チェイスと物言わぬベンの二人のワーク。互いの詩の行の
「付け合い」を毎週一回黙って行うことでベンが音声言語を回復するまでの二年間の記録
を検討する。「連詩を行うものは，互いの詩の行の『付け合い』を繰り返すことによって，
自分の思いや感情が他の人に伝わり，他の人の思いや感情が自分に伝わることで，互いの
思いや感情を共有する」。表現的価値は二次的になり，他者への関心が浮上する。
　「付け合いのくり返し」というしかけが「感情の共感・共有」を促すという意味を引き
出す。逆に言うと，通常のコミュニケーションでは「付け合いの繰り返し」の発生は希薄
であるということだろう。カウンセリングでよく言われる「傾聴」「ジグザグ話法」が「連
詩」における「付け合いの繰り返し」の中で発生する。小山田の検討した「連詩」実践で
は，この「付け合いの繰り返し」が物言わぬベンに治療的効果を生むことになる。
③作品重視の教科書系の連詩
　教科書単元である「連詩」に触発されて行われた研究として古閑晶子「対話を核とする
学習過程デザインの要件－連詩創作における共創的対話の考察－」（2013）がある。この
論文の力点となっているのは「連詩」の特徴として大岡らの提起した「即興性」「アンサ
ンブル」の価値と共に「作品づくり」「自己内対話」の価値を強調した点にある。
　古閑らの「連詩」実践で特徴的なのは「納得のいく連詩作品づくり」という観点である。
こうした観点を古閑は尾形仂著『座の文学』（1997）の「“書かれた文芸”として直接創作
の座を離れた場（二次的な座といってもよい）での鑑賞にたえる作品に完成しようと願っ
ていた」芭蕉の姿勢に求め，「より納得いく構成・表現として吟味，再考しながら書き続
ける作品づくり」の過程として「連詩」を教材化する学びの意味として位置づける。
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　この「納得いく作品づくり」という意味を引き出すのが「グループで発詩を選んでから
連想して連詩をつくり，朗読発表後，感想を交流する」という「学習過程デザイン」であ
る。一旦作り出された「連詩」を後から皆で「吟味・検討」を加えて作品化する。古閑の
「連詩」実践の教材開発にあっては，この部分が最も重要なポイントになっている。
（２）「（フォーカシング的）連詩」実践
　次に「（フォーカシング的）連詩」実践を紹介した２冊の書籍で指摘されている連詩の
学びの意味として語られたものを整理し，考察を加える。まず「（フォーカシング的）連詩」
創案者である日傘摩子による「ふりかえり・解説」を箇条書きにしたものである。
●日傘摩子（2005）「連詩」『フォーカシングワークブック』（p.168）
・連詩の試みは，作っている最中も最後の朗読会も，わくわくどきどきの軽く楽しい
遊びの雰囲気になることが多いです。
・他の人の詩句が自分のフェルトセンスと交錯し響き合い，新しいフェルトセンスと
新しい表現を生み出します。
・そして，その連なりからはさらに新しい意味の流れが生まれ，複雑な織物を成して
いきます。
・何より楽しいのは，最後に開けてみないと全体が見えないこと。意外な展開があっ
たり，離れているフレーズ間にも不思議な響き合いがあったり，人との関わりの中
で生まれる次の一歩に驚くこともしばしばです。
 （原文ママ／箇条書きは引用者による）
　端的ではあるが，ここには「（フォーカシング的）連詩」のほぼ全ての意味が語られて
いる。つまり「（創作過程の）わくわく感」「（完成作品の持つ）偶然性」「（実感に基づく
表現の）清新さ」「（個に閉じない）共同制作の面白さ」など４点である。
　実践はフォーカシング・コミュニティの仲間の集いや合宿でのお楽しみとして行われて
きたものだという。対象は「フェルトセンス（≑実感）をことばにすることができる年齢（小
【連詩の特徴】･･･ 作品づくりを重視する
【連詩の手順】
①２人あるいは４人でグループを作る。
②第一番の詩句に対して次々と「付け合い」をしていく。
③書き終えたら皆で「吟味・検討」を加えて作品化する。
④作品化したものをお互いに鑑賞する。
【連詩の効用】
①作品化を契機とした対話が生まれる
②言語知識が相互に補完される
③自分の言葉を真剣に読む
表３・作品づくりを重視する連詩
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学校中学年）から可能」とする。これまでともすれば頭による創作（言葉の操作）に偏り
がちだった学校における詩作に実感に基づく創作法のヒントも示唆している。
　次に日傘らの「（フォーカシング的）連詩」を公的機関の就職支援現場において大学生・
年長フリーターの就活支援ワークとして活用した福田尚法の実践である。福田が「ふりか
えり」「ポイント」として書いていることを箇条書きに書き直した。
●福田尚法（2013）「連詩を楽しもう」『フォーカシングはみんなのもの』（p.88-89）
・連詩は集団の中で個人の感性を発揮でき，また集団から自分の投げ込んだ感性（自
分自身）が受容されると感じます。
・自分自身も他者との係わりを認め受け入れていく体験は，正に社会の縮図です。楽
しみながら共同作業を実感できることで，社会の中での自分に自信を持つ雛形体験
としてとても有効です。
・【ポイント】一人ではなくグループ（組織）で何かすることで，１＋１＋１＝３で
はなく，１＋１＋１＝５にも 10 にもなることを実感する。
・【ポイント】どの連詩が NO.1 に選ばれても，必ず自分の 1 行があり「自分の行動
が評価された」と受け止めることで，自己肯定感，自己受容が生まれる。
 （原文ママ／箇条書きは引用者による）
　この実践では「（相互承認による）癒やし効果」「（個に閉じない）共同制作の面白さ」
の２点が強調される。この２点が従来型のキャリアカウンセリングに限界を感じていた著
者が「（フォーカシング的）連詩」に着目した点だろう。４点目の「自己肯定感」「自己受
容」などは，いま学校教育が大きな課題としている新しい「学力」の中身とも重なって，
この「（フォーカシング的）連詩」のもつ教材としての可能性の大きさを感じさせる。
Ⅲ　連詩の意味としかけを考える大学授業づくり
　大学の持ちコマの一つ「国語科指導法」の授業で「（フォーカシング的）連詩」を追試し，
学生たちに連詩の持つ「学びの意味」「学びのしかけ」を考えさせたいと考えた。高校を
一定の学力で卒業してきた学生たちは「学習とは個人で行うものである」という強い信念
を持っている。そこに「個人」で行うのではない「例外」とも言える連詩体験をぶつける
こと（ナラティブ・アプローチ）で「学習とは個人で行うものである」という彼らの「学
び観」を揺さぶり，より自由度の高い授業づくりへの気づきを促せると考えた。
　例えば「連詩」によく似た作品づくりの活動として「共同作文」（集団制作）がある。
これは昭和初期に始まる作文活動で，それまでの作文指導が児童の個性的表現を重視し，
生活の創作的表現に偏していたことに対する反省として生まれた方法論である。一般には，
小学校低学年の「話し合いによって共同で作文を作る」ことと理解されているが，共同作
文はそれ以上の概念である。この「共同作文」における問題意識，個性的表現を重視し，
生活の創作的表現に偏していたことに対するカウンターとして「連詩」は「共同作文」と
同等以上の教材価値を持つ。「（フォーカシング的）連詩」を行うとすれば，更に大きなイ
ンパクトと共に学生に「学びとは何か？」の見直しを促すことになると考えた。
　そこで，わたし自身が体験をした「（フォーカシング的）連詩」をほぼそのまま学生に
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体験してもらい，そこで学生たちがどのような学びの意味を実感し，どのような学びのし
かけがあると考えたかを問うていくという授業づくり方略をとった。実際の授業づくりで
は，以下の授業プリントを学生たちに配布し説明し，それをもとに授業を行った。
フォーカシング的連詩
出典 :「フォーカシングはみんなのもの」（創元社）
■フォーカシング的連詩とは
　他人の書いた詩句を読み，そこから生まれるフェルトセンス（実感）を言葉にして
つなげてゆき，一つの詩をつくります。
　効果・効能：連詩技法を楽しむ。
■フォーカシング的連詩の手順
①グループに分かれます（５人が基本／６～７人でも可能）
②連詩のテーマを決めて，いまの思い，感じること，何でも書いていきます。
③各自１枚渡された白紙を五つに折って，１行目に詩句を書きます。
テーマに沿って，いまの自分の思いや，いま感じていることに一番近い言葉
を見つけてみるようにしましょう。
④次の人に手渡し，直前の人が書いた詩句を読んで，感じた言葉を二つめの枠の中に
書き込みます。一つ目の詩句を折って次の人に手渡します。（以下，同様）
前の人の言葉を読んで，自分の中に浮かんでくるもの，思い，感じることを
言葉にしてみましょう。
⑤次の人は直前の詩句だけ読んで，感じた言葉を三つ目の枠に書き込みます。
⑥連詩の作成が終了したらグループで読み合わせをします。
⑦グループごとにＮＯ．１の連詩を決めます。
⑧全体にＮＯ．１の連詩を発表します。
　学生たちの反応はわたしの予想を大きく上回った。紙を回しながら詩作をしている時も
出来上がった作品を読み合う時も，通常授業には見られない興奮を学生たちから感じとる
ことができた。学生は「只事ではない何かが起こっている！」と感じているようだった。
　以下，学生たちの書いたリフレクションカードを順不同で引用して考察をする。リフレ
クションカードは「この活動を通して感じたこと・気づいたこと。（それをもとに）考え
たことを一つに絞って書きます。（情報カード）３行ぐらいで書きます（５分）」という条
件で書かれたものである。普段の指導では出来るだけ感情も書き込むように指導している。
なぜかというと授業リフレクションでは「学びの意味の探求」が第一の目標になっており，
「学びの意味」を探求する出発点として，各自の感情（または身体感覚）をもとにすると，
それが取り出しやすいからである。以下に引用したリフレクションカードもそれぞれの学
生が自分の感情をより率直に表現しているものを選び出すようにした。そうすることに
よって，この学びがどのような学びの意味を持つかを考察しやすいと考えたからである。
また順不同に並べたのは，引用者がカードの並べ順（作為）を工夫しない方がより明瞭に
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学生たちが感じていた「学びの意味」を取り出せるはずと考えたからである。
①本学の仲間という題から一番目に書くことも人それぞれだし，一つ前の文から連想
されることとしての言葉も，自分が考えつかないようなことが書いてあって，自分
のもとに戻ってきたとき，見るのが楽しみだった。また，書いていたときも，楽し
かった。授業全体を通して楽しいというのは凄いと思った。
②皆それぞれに連想していって，バラバラでまとまりのない詩になるんじゃないかと
思っていましたが，ちゃんと詩が出来ていて面白いと思ったのと，考えることは当
然バラバラなのに上手くつながりが出来ていたので面白いと感じる中に不思議だな
と感じる部分がありました。
③わたしたちのグループでは，「いちごガールズ」の詩が統一感があってステキだった。
グループ全員が，その詩を見た瞬間に盛り上がった。個性が一人一人違う人たちで，
統一感のあるものを作り上げた瞬間，心がぐわあっと興奮して，思わず笑顔になっ
た。みんなで一つのものを作り出すことは，感動につながるのだと思った。
④最後みんなでそれぞれ見せ合ったときに，ある字体の人のところで詩の流れの展開
が変わっているような気がして，他の人とは違う考え方を持っているんだなと思っ
た。またその人は，単語ではなく，文のようなもので返していて，自分では考えら
れない変わった発想を持っていて，うらやましいと感じた。
⑤私は最初このゲームをするにあたって，文がまとまらなくて予想外の答えができる
のが面白いゲームなのかと想像していたけど，実際は最初の人から雰囲気や連想す
ることが全然違っていても，最後までつながっていて面白みを感じた。不思議さ面
白さにすごく感動した。こういう経験をもっとしたいし，そういう経験を子どたち
にもしてみたいと思った。
⑥「本学の仲間たち」という同じ題でみんなが詩を書いているのに，一番最後自分の
手元に戻ってきた詩をみんなで見比べたら，それぞれ詩のジャンル（恋とか，思い
やり，楽しさなど）が全然バラバラで思いがけない完成形になっていておもしろかっ
た。一文目を書いた本人も予想できない詩になっていたことが印象的だった。
⑦何も話さず，ただ自分の思いを書いて，次の人に渡す作業だったけど，この言葉に
対して何て書こうかなと考えたり，自分に返ってきたものを見たりした時，他の人
と会話しているみたいで面白かった。短い言葉でも，人の思いを感じて会話みたい
になるんだなと感じた。
⑧特にひねりのない詩でも口角が上がって笑ってしまった。自分はあまり発言も面白
いフレーズを書けなかったのに，みんなの言葉を合わせると予想外で不思議な作品
ができた。計画性のない，ねらってないから面白かった。
⑨わたしはいつもみたいに自分が詩を作ってグループの人と発表というのが本当にい
やで，今日も学習課題を知るまでドキドキしていた。でも今日の課題はグループで
一文を作るもので，どんなに変な文でも皆がちゃんと考えて完成した文だから認め
合えたし，笑顔があふれていた。
⑩自分のもとに回ってきたときに，「くまのぬいぐるみ」という言葉が前のところに
書かれていて，“本学の仲間たち”からどうして「くまのぬいぐるみ」になったのか，
前の前にはどんな言葉がかかれているのか気になるという。見たいのに見られない
もどかしさ，ワクワク感がとまらない時間だった。
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⑪みんなそれぞれ一文一文に思いや感情が込められていて，それが完成した時に１つ
につながって「すげ－」って思った。感じていることや思っていることはそれぞれ
なのに，それがつながるって素直にすごいことだと思った。
⑫同じテーマで，一つ前の言葉しか見ちゃだめという同じ条件でスタートしているの
に，きれいにつながるものと，「えっ」と思う意外なものがあり，僕は「えっ」と思っ
た一見遠いようで意外と納得できる，その人が考えたことを想像するのが面白かっ
た。
⑬今日，前の人の文章だけを見て，文章を書いた。書くことは，簡単なことだけど，
その前の人はどう考えたのかを想像してみると，いろいろな答えみたいなのを考え
ていた。そのわくわく感がたまらないと思った。
　これらの学生の書いたリフレクションデータから読み取れる「（フォーカシング的）連詩」
の学びの意味にはどのようなものがあるか。以下，学生の語りデータを根拠として考察を
加えていく。その際，大岡らの「共同重視の連詩」，小山田らの「付合重視の連詩」，そし
て古閑らの「作品重視の連詩」との違いを意識しながら考察を行っていく。
　（1）学生たちの感じていることの一つ目は「意外性」である。日傘氏が「（完成作品の
持つ）偶然性」として指摘している点である。既に書かれた作品部分を見ながら書くので
あれば，連詩という一定のまとまりを持つ作品ができることは理解できる。しかし一つ前
のフレーズだけをたよりに自分の実感を積み重ねていくにもかかわらず，書き終わってみ
ると，一定のまとまりを持った作品になっていることに強い驚きの感情が生まれる。この
「意外性」という要素は従来から教材の条件として指摘されている大事な点である。
　（2）学生たちの感じていることの二つ目に「ワクワク感」がある。作品づくりのプロセ
スにおける「ワクワク感」である。⑩の学生はこれを「見たいのに見れないもどかしさ」
というふうに表現する。⑬の学生は「前の人はどう考えたのかを想像してみる」ワクワク
感であるとしている。これは大岡らのいう「付合」活動における「他者のフレーズを真剣
に読む」という効果に重なりそうだ。ただし本実践では創作途中においてそれが部分的に
規制されていて，逆にそのことが真剣に読む度合を大きくしていると推測される。
　（3）学生たちの感じていることの三つ目に小山田らの言う「癒やし効果」がある。それ
を最も直接的に書いたのが⑨である。「わたしは ･･･ 自分が詩を作ってグループの人と発
表というのが本当にいや」「でも今日の課題は ･･･ 皆がちゃんと考えて完成した文だから
認め合えたし，笑顔があふれていた」。⑦の「短い言葉でも，人の思いを感じて会話みた
いになるんだな」という語り口にも同様の癒やし効果のようなものを感じとれる。
　（4）学生たちの感じていることの四つ目に「作品への関心」がある。二つ目で指摘した
創作過程におけるワクワク感と同時に完成された作品への学生の関心は想像以上に大き
い。ただし，この作品への関心は古閑らの言う「作品化を契機とした＜対話＞」を促すも
のというより「作品化を契機とした＜即興＞」を促すものである。つまり「作品への関心」
は対話のような「貯蓄・発達」的なものというより，「インスピレーション」的なもとへ
の関心といった方がよいだろう。⑧の学生の「計画性のない，ねらってないから面白かっ
た」という指摘とつながる。この点は「（フォーカシング的）連詩」の特徴である。
　（5）学生たちの感じていることの五つ目に「共同性への憧れ」がある。通常の作品づく
りでは「個性」ということが強調される。しかしこの「連詩」ではむしろ「共同性」が意
識されることになる。③の学生は「個性が一人一人違う人たちで，統一感のあるものを作
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り上げた瞬間，心がぐわあっと興奮して，思わず笑顔になった」としている。これは既に
指摘した「共同作文」（集団制作）のそれと重なる。昭和初期に始まる共同作文が児童の
個性的表現を重視し，生活の創作的表現に偏していたことに対する反省として生まれたと
いうことを想起させる。学生たちの中にある「共同性への憧れ」がここに出てくる。
　以上，「（教材としての）意外性」「（創作過程の）ワクワク感」「（相互承認による）癒や
し効果」「（即興性に基づく）作品への関心」「（個性に偏らない）共同性への憧れ」という
五つのポイントを指摘した。こうした五つの特徴が「（フォーカシング的）連詩」に想定
できること，それが国語科教材としての可能性を秘めていることについては，一定の示唆
が得られたのではないかと考える。
Ⅳ　フォーカシング的連詩の持つ教材可能性と留意点
　ここまで三つの異なる「連詩」実践，また「（フォーカシング的）連詩」実践について，
学びの意味と学びのしかけの観点から「手順」「効用」などを考察した。更に「（フォーカ
シング的）連詩」を追試し，その学びの意味と学びのしかけを，学生の書いたリフレクショ
ンカードの語りデータをもとに考察した。
　ここでは文献研究の考察とリフレクションカードの考察から見えてきた知見を基にして
現行教科書に書かれている連詩の学びの意味（「目標」記述）を改めて読み直し，「（フォー
カシング的）連詩」の教材可能性，そこから見えてくる教材開発上の留意点をまとめる。
　二つの教科書会社が連詩の単元を載せている。その二社の教科書が提案している連詩に
ついて「学びのしかけ」（手順）「学びの意味」（効用）に分けて整理する。その整理した
ものと「（フォーカシング的）連詩」を比べて，教室で「（フォーカシング的）連詩」を教
材として行う「学びの意味」と「その導入における留意点」を考察していく。
【連詩の特徴】･･･ 意外な発想を重視する
（学校図書 2011「『連詩』を発見する」『みんなと学ぶ小学校国語六年下』）
【連詩の手順】
①５人１組のチームを作る。
②教師が最初の句（３行）を提示する。
③グループごと連想しながら詩をつなげていく。
④グループでできた詩に感想を述べ合う。
⑤全て自分たちで作ってみる。
【連詩の効用】
①（助け合って作ると）意外な発想が出てくる
②人と人を結びつける力を実感する
③言葉の力を学べる
表４・意外な発想を重視する連詩
　元祖・連詩の大岡が冒頭に「『連詩』を発見する」というテキストを書いて，連詩の持
つ意味を整理している。大岡信著『連詩の愉しみ』と比較して分かる学びの意味の重点は
「思いがけない発想」（意外な発想）ということをより強調した点である。また「詩が人と
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人とを結び付ける力が強く備わっていること」という点も強調して書いている。
　学びのしかけは「付ける」ことを意識させるために，「上の句」に「下の句」をつける
宇宙短歌を導入として用いたり，いきなり子どもたちに連詩を作らせるのではなく，まず
教師が冒頭の句を作り，それによって練習してから創作に入るようになっている。つまり
「スモールステップ」（蓄積型）の考え方で徐々に連詩を作れるようにしている。
【連詩の特徴】･･･ 想像的表現を重視する
（東京書籍 2011「連詩にちょうせんしよう」『新しい国語四下』）
【連詩の手順】
①４人１組のチームを作る。
②各自紙に簡単な題と一連目を書く。（「花」「月」など）
③書いたら隣の人に回して，受け取ったら詩の続きを書く。
④続きを書く作業をくり返して完成させる。
⑤完成した詩を話し合う。
【連詩の効用】
①想像を広げる活動をすることができる
②書き方の工夫をすることができる
③詩を読んで楽しめる
表５・想像的表現力を重視する連詩
　連詩の意味としては「想像」「書き方の工夫」「楽しく読む」などの国語科指導要領に出
てくるごく一般的な内容である。タイトルの「連詩にちょうせんしよう」にあるように，
まず体験してみて，出来上がった作品をみんなで話し合うことで授業としている。連詩で
ない教材を持ち込んでも可能となるような特徴のない学びの意味が想定されている。
　一方興味深いのは学びのしかけである。「（フォーカシング的）連詩」が行っているよう
にメンバーが同時に詩を作る作業をしている。一つのテーブルを囲んで「（恐らくは）ワ
イワイガヤガヤ」作業をしている。学習ステップを作らず即興的にいきなり連詩づくりに
挑戦させているように見える点が面白い。学校図書の教科書がスモールステップによって
学習者を連詩の表現に導こうとしているのとは，対照的な教材構成になっている。
　「（フォーカシング的）連詩」はその他の「連詩」実践と違って，「詩句を付ける」時に
見ることの出来るのは直前の詩句だけである。この小さなしかけが学習者に大きな興奮を
生み出すきっかけになっている。そこには作品づくりを「蓄積型」で行うか，「即興型」
で行うかという違いも生まれる。（阿部公彦著『即興文学のつくり方』ｐ .4 ～ 10）
　「蓄積型」の作品づくりは「過去や修練を基盤にした，きわめて近代的な学習→貯蓄→
発達のディシプリン」と絡んでくる。これに対して「即興型」の作品づくりは「作品は何
もない空間，先行するもののない寸断された時間の中に突如として出発する」。そういう
発達のディシプリンである。この後者のディシプリンとして現在注目を集めるのがロイス・
ホルツマン著，茂呂雄二（翻訳）『遊ぶヴィゴツキー：生成の心理学へ』である。従来の
学習観・発達観を「即興性」の概念などを使い，大胆に問い直した理論書である。
　このホルツマンの著作と関連性の高い著作にキャリ ・ーロブマン＆マシュ ・ールンドクゥ
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イスト著『インプロをすべての教室へ－学びを革新する即興ゲーム・ガイド』（新曜社・
2016）がある。このゲーム・ガイドの中に「インプロ俳句」と呼ばれるゲームが紹介をさ
れている。10 人 1 チーム，チーム対抗で即興俳句を作る。「発展」の箇所には「対戦形式
ではなく，連句のように，前の句を受けて，新しい句を続けてもよいでしょう」とある。
ちなみに，ゲーム冒頭の説明には「このゲームにはインプロ的な捻りが加わっています。
どの参加者も最終的にどんな俳句ができるのか１人で決めることはできず，みんなで一緒
につくっていかなければならない」と学びの意味が語られる。この発想こそ「即興型」の
学びの最大の特徴「コラボレーション」（分野の異なる人や団体が協力をして制作を行う
こと・「コトバンク」）である。つまり即興型の学びは過去に蓄積された学力の代わりに，
参加者のもつ差異の持つ力を最大限に活用して創造的な力を引き出すのである。
　これまでの日本の（世界の）教育は「蓄積型」の学びが主流を占めてきた。そうした「蓄
積型」の発達のディシプリンに意味がないわけではないし，意味がなくなるわけでもない。
しかし，「蓄積型」とは異なる「即興型」の（遊びのように見える）学びの一つとして「（フォー
カシング的）連詩」が試行され，学びの意味が探求され，その学びの意味が最もよく実現
されるような学びのしかけが工夫されていく意味は決して小さくないと言えるだろう。
　例えば，わたしの最近の大学授業では「ショウ＆テル」のようなスピーチの授業をする
際，従来とはやり方を変え，敢えて十分なスピーチの準備時間を与えず，即興スピーチを
させる実践を試行している。このような「即興型」の発想に基づいた授業づくりの試みを
続けることで，従来とは異なる教材開発が徐々に可能になると考えるからである。
　また，二年生ゼミの授業冒頭において「チェックイン」と呼ばれる試みを行っている。
これは「その日の気分・状態を各自が語る」活動で，臨床心理のワークショップや幼児教
育の朝の活動などとして取り入れられているものである。最初はゼミの学生たちに「その
日の気分・状態を語るように」と指示してもすぐには語ることができなかった。
　しかし「気分を天気にたとえると」「色にたとえると」「食べ物にたとえると」などのお
題を出し，参加者が互いの顔が見えるように円になって座るサークルタイム方式をくり返
すうち，少しずつ「即興型」のスピーチに慣れ，実感を語れるようになってきた。
　従来の教育は教科書に象徴されるテキストに蓄積されたコンテンツ（内容）を効率的に
学習する（早く理解し，大量に覚える）ことを中心に行ってきた。しかしこれからの教育
は「思考力・判断力・表現力」「人間力」のような「資質・能力（コンピテンシー）」を中
心とした教育が重要であるとされている。それが教育の大きなトレンドである。
　この大転換期にあって，「アクティブラーニング」「主体的で対話的で，深い学び」とい
うような教育方法の方向性が示されているが，なかなか具体的なイメージとして現場に浸
透していっていないのが現状である。「（フォーカシング的）連詩」のような新しい学びの
意味を持つ教材を「学びの意味」を意識しながら試行し，リフレクションを重ねることに
よって「資質・能力」中心の教育のヒントを得ることに繋がることが期待される。
　実際に「（フォーカシング的）連詩」を教材として導入する際の留意点は従来のような「蓄
積型」（スモールステップによる）発想の学びに対して「即興型」（差異を活用したコラボ
レーション）発想の学びを意識して取り組むことが方策のひとつである。つまり「資質・
能力」中心の教育とは，「即興型」＝「創造型」教育になるはずだからである。
　こうした点から考えると，導入として既にある言葉を提示したり，教師が冒頭の一句を
使ったりする「蓄積型」発想による手立てでは必ずしも十分な効果は得られないと考える。
東京書籍の「まずは作ってみよう」「ふり返ってみよう」というような一見乱暴に見える
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方法が，逆に学習者の「資質・能力」を育てていくことにつながるだろう。
　「（フォーカシング的）連詩」を導入する際も，単に上手に見える表現の詩を書くことに
焦点を絞るのではなく，詩を作る際に動く「実感⇔ことば」，詩を楽しむ際に動く「結び
付きの感覚」などに焦点を当てて，その実践をふり返り，子どもたちの中の「資質・能力」
を育てていくことが必要だろう。
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